
1 ɽ͸͡Ίʹ
　将དྷにわたり安定的かつޮ཰的な水道事業運Ӧ
を行うためには、生活用水、౎市活ಈ用水、޻৔
用水といった用్ผに、水࢖用実ଶをద宜、ద੾
に೺Ѳすることが必要です。
　本ߘでは、その事ྫとして、౦ژ౎水道局で実
したお٬さまへのアンέート調査やモχター調ࢪ
査の結果等から分ੳした、生活用水の水࢖用実ଶ
を報告します。
2 ɽੜ׆༻ਫʹ͓͚Δ࢖༻ਫྔͷਪҠ
　౦ژ౎にお͚る一人一日当たりの生活用水࢖用
水ྔ（ҎԼ、生活用水原୯Ґ）は、平成10年度の
248-をピークにݮগ܏向がଓき、ྩ和元年度に
は213-と、ピーク࣌から一ׂҎ上ݮগしていま
す。（なお、このؒ、人口૿ՃのӨڹで、શ体水
ྔは概Ͷ横͹いでਪ移しています。）
　しかしྩ和 2 年度には、一సして225-に૿Ճ
しました。これはコロφՒによるステイϗーム等
のӨڹとߟえられ、実際にコロφՒ前後のՈఉで
の水࢖用行ಈに関して、アンέート調査の結果を
もとに分ੳした結果、「ચ୕ճ数の૿Ճ」及び「༦
৯調理ճ数の૿Ճ」が、生活用水原୯Ґの૿Ճの
要Ҽとなったと૝定しています。
　ྩ和 3 年度Ҏ߱、この数ࣈは࠶びݮগ܏向とな
り、ྩ和 5 年度には212-と、ྩ和元年度とಉじ
水४まで໭りました。このことから、コロφՒに
よる生活用水原୯ҐへのӨڹは、ࡏݱまでにほ΅
なくなっているとߟえられます。
3 ɽੈଳਓһʹΑΔੜ׆༻ਫ࢖༻ਫྔͷҧ͍
　生活用水の࢖用水ྔは、世ଳ人員が大きくӨڹ
します。ྩ和 2 年度のアンέート調査でճ౴をい
ただいたお٬さまの࢖用水ྔを分ੳした結果、世
ଳ人員ผの࢖用水ྔはද 1の௨りとなり、世ଳ

人員がଟくなるほど、֤世ଳにお͚る࢖用水ྔは
大きくなります。一ํ、一人当たりにࢉ׵すると、
෩࿊などのڞ༗によるスέーϧメリットがಇくこ
とで、世ଳ人員がଟくなるほど、生活用水原୯Ґ
は小さくなっています。

� ɽՈఉͰͷਫͷ࢖ΘΕํ
　Ոఉにお͚る目的ผの࢖用水ྔは、モχターを
選定し、͝協ྗを得て、これまで調査を行ってき
ました。ۙ࠷では、ྩ和 3 年度に調査を行ってお
り、その結果はਤ 1の௨り、෩࿊に43ˋと࠷も
ଟく࢖用されており、次いでトイレが20ˋ、ચ୕
が16ˋという結果となっています。

　なお、平成24年度及び平成2�年度のモχター調
査においても、֤目的の࢖用水ྔのׂ合は、概Ͷ
ಉじような結果となっています。
5 ɽ͓ΘΓʹ
　水࢖用実ଶは、ϥイϑスタイϧ、社会ࡁܦঢ়گ、
気ީ変ಈ等、様々な要Ҽにより変ಈするため、水
、用に関するσータを஝ੵし、調査研究をॏͶ࢖
そのಈ向を分ੳしていくことがॏ要です。

（出典：水道技術ジャーナル2025年1月）
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